
令和６年度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト（武南中学校） 

目 指 す 学 校 像 
豊かな人間性の確立を目指し、学力の向上、健康な心身の育成を図り、志を高く持ち、２１世紀の

社会に貢献できる自主・自立・自学・協同の精神に満ちた生徒を育成する。 
      

※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 
1 授業の充実・指導改善 ２ 開かれた学校づくりの推進  ３ 高い学力と知性と教養を身に付ける

ための学習指導の徹底   ４ 自己実現を図るための指導の徹底 ５ 豊かな人間性を育む教育の推進 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   

出席者 学校関係者  ３ 名  Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 令和６年度評価（２月２５日現在）  実施日 令和７年２月２５日 

番号 評価項目 現状と課題 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等  

１ 
授業の充実・

指導改善 

・教科全体で授業研究を進め、授業改善と指

導力向上を図る必要がある。 

・生徒による授業評価を教科全体で授業改善

に生かせているとはいいがたい。 

・基礎・基本を身に付けていないため、学び

直しが必要な生徒がいる。 

・ＩＣＴを活用した授業を展開しているが、

生徒の思考力、判断力、表現力の向上につ

なげているとはいいがたい。 

・英語の４技能を統合した授業による成果が

上がりつつあるので一層工夫改善が必要。 

・他校の情報を得る機会を作る必要がある。 

・授業研究週間を活用し、教科で相互に授業参

観を行い、意見交換を行う。 

・生徒による授業評価を行い、その結果を教科

会で共有し、改善を図る。 

・管理職全員による授業観察を実施し、教職員

にフィードバックする。 

・ＩＣＴを活用し、生徒同士が情報を共有の上

活用し、思考力を伸ばせるよう工夫する。 

・ＡＬＴを活用し異文化理解プログラム「BUNAN 
INNOVATION」を継続して円滑に実施する。 

・他校を訪問し優れた授業や先進的な授業法を

学び自らの授業実践に活かす。 

・授業研究週間による相互の授業観察の回数

と教員間の意見交換の内容等。 

・生徒による授業評価の実施と教科で共有が

できたか。 

・管理職による授業観察の回数とフィードバ

ックの内容等。 

・ＩＣＴを活用した授業の実施状況とその内

容。思考力が伸ばせたか。 

・「BUNAN INNOVATION」の実施により、英

語力、コミュニケーション力の向上が図れ

たか。英語検定の合格者数。 

・他校への視察の回数と研修会等への参加。 

・授業研究週間で授業観察を相互に行

い、教科会で意見交換を行った。 

・管理職（校長・教頭）による授業観

察を全員行い、指導助言を行い、授

業力の向上を図った。 

・異文化 理解プログラム 「 BUNAN 

INNOVATION」の実施により、３年生

英語検定２級合格者１名、準２級９

名、３級１４名､３級以上合格者７

２％、といった成果が見られた。 

・県立総合教育センターに、理科・音

楽各１名参加。埼玉大学教育学部付

属中学校に１０名参加、蕨東中学校

研究発表会に３名参加、川里中学校

に１名訪問し力量の向上を図った。 

Ｂ 

・次年度は授業観察の振り返りの後、

授業改善がどう図れているかを確認

する必要がある。 

・今後も、管理職による授業観察を継

続して計画的に実施していくことが

必要である。 

・外部の指導者を招いての研修を実施

することが必要である。 

・「BUNAN INNOVATION」の実施による

成果を引き続き検証する必要があ

る。 

・引き続き、埼玉県立教育センターの

研修に参加したり、他校との交流に

努めたりして、教員の力量の向上努

めたい。 

 

・授業観察が授業に反映していくことを目指し

てもらいたい。 

・「BUNAN INNOVATION」の取組は成果を上げて

いるので、さらに改善して進めてもらいた

い。 

・外部からの見方や価値観を大切にしてもらい

たい。 

・各検定試験について、生徒は担任からの情報

提供により意欲を持って取り組んでいる。 

・学習は友人と切磋琢磨する環境がとても大事

である。 

・教科横断型の授業をさらに取り入れてもらい

たい。 

２ 
開かれた学校

づくりの推進 

・学校公開、学校説明会、入試体験会を通し

て教育活動の周知に努めている。 

・近隣小学校や中学校との交流や接点が少な

い。 

・ボランティアや地域貢献活動等に参加する

機会を積極的に取り入れる必要がある。 

・「武南学園だより」を発行することで武南

中学校の魅力を広く周知する。 

・学校公開、学校説明会、入試体験会を保護者

や地域に積極的に周知する。 

・近隣の中学校との生徒会の交流や小学校への

サポート等の実施を検討する。 

・地域の自治会や蕨市のコミュニティセンター

と連携し、積極的に生徒を派遣する。 

・クリーン作戦や地域のボランティア活動に参

加する。 

・HP や｢武南学園だより｣の発行の充実を図る。 

・学校公開や学校説明会、入試体験会を保護

者や地域に周知できたか、その回数等。 

・近隣の中学校との生徒会の交流や小学校へ

のサポート等が実施できたか。 

・地域の自治会や蕨市コミュニティセンター

等と連携し、生徒を派遣できたか。 

・クリーン作戦やボランティアの実施回数。 

・ＨＰや「武南学園だより」の充実が図れた

か。ＨＰの更新回数、閲覧回数。 

・学校説明会６回、入試体験会２回

で、計７８４名来校。 

・保護者会４回４４９名、授業公開２

回１２８名、保護司の会来校８名。 

・クリーン作戦２回実施（全員参加） 

・中学生「税についての作文」募集協

力校表彰、２名表彰。１日税務署長

を勤める。JICA 国際協力中学生・高

校生ｴｯｾｲｺﾝﾃｽﾄ 2024 団体賞受賞。 

・ＨＰの更新回数５８回、武南学園だ

より１１回発行。 

Ｃ 

・小中学校や地域のコミュニティセン

ターと連携した取り組みを企画して

実施する必要がある。 

・受験生のみならず、地元の小学生等

に教育内容を公開することも必要で

ある。 

・クリーン作戦やボランティアに生徒

を参加させるよう働きかける。 

・ＨＰや学園だよりだけでなく新たな

情報発信を研究・検討する。 

 

・今後はボランティア活動への取組が課題とな

ると考えられるので、参加機会リストを提示

することも大切ではないか。 

・小学校とキャリア教育をテーマにした話し合

いの場を検討してもらいたい。 

・開かれた学校づくりのゴールを考えて方策を

考える必要があるのではないか。 

・市内の小学生を文化祭に招待することを検討

してみてはどうか。 

３ 

高い学力と知

性と教養を身

に付けるため

の学習指導の

徹底 

・家庭での学習時間を確保できない生徒が多

く学力の伸びが緩やかである。 

・基礎・基本が身に付いていない生徒がい

る。 

・予習、授業、復習のサイクルが定着できて

いない生徒への対応が必要である。 

・学力差がある生徒への対応が必要である。 

・教科横断型の授業やデータサイエンスの授

業を実施することで生徒の思考力、判断

力、表現力を伸ばす必要がある。 

・再指導や再考査の受講者を減少させるため

の指導が必要である。 

・朝学習を推奨するとともに放課後のサポート

体制を充実させる。 

・試験問題の工夫改善を行うとともに、授業時

間内に小テストを繰り返し実施することで基

礎学力の定着を図る。 

・習熟度別授業や個別指導を行い、個々の能

力・適性に応じた学力の向上を図る。 

・ＳＴＥＭ教育による問題解決型学習、教科横

断的な学びを授業に取り入れる（社会･数学） 

・数学の授業においてデータサイエンスを取り

入れるとともに、その研究と検討を進める。 

・再指導や再考査を減らすための事前指導を徹

底して行う。 

・朝学習や放課後のサポート体制が作れた

か。学校で勉強する生徒の人数等。 

・思考力や表現力を育むための試験問題の工

夫改善が行われたか。 

・小テストの実施教科数。再指導、再考査の

人数等。 

・習熟度別授業や個別指導により、どの程度

成績が伸びたか（学力推移調査結果）。 

・ＳＴＥＭ教育により、各教科・領域の知識

や考え方を身に付けられたか。また、その

学習効果。 

・再指導や再考査の人数を減らせたか。 

・朝講習Ⅰ講座、放課後講習１２講座

等により、学力の向上を図った。 

・小テストを国語、数学、英語等で実

施し、基礎学力の定着を図った。 

・学力推移調査結果（4 月→9 月） 

１年４月 39.1→41.8 

  ２年４月 44.3→44.3（入学 39.7） 

  ３年４月 45.0→45.4（入学 41.0） 

・１月に「社会科と数学科」「理科と

技術科」の教科横断型の公開研究授

業に取り組み、他校の教員と研究協

議を行った。 

・再指導の人数延べ人数７９７名（昨

年度７９２人）再考査合格者３７０

名（昨年度３５８）であった。 

Ｂ 

・朝学習や放課後の指導を組織的、計

画的に実施する。 

・引き続き小テストや単元テストを実

施し、知識の定着を図り、基礎学力

を伸ばすよう努める。 

・上位層に対して、講習等を実施する

ことで高いレベルでの学力の維持を

図る。 

・ＳＴＥМ型の教科横断授業の研究を

一層進めるとともに効果測定の方法

を研究・検討する。 

・再指導と再考査の在り方や進め方を

再検討する。成績不振者に対して、

試験前指導の充実を図る。 

 

・学力推移調査結果から学力の伸びが明らかに

なっていてよい。 

・小テスト等により、基礎基本に力を入れてい

ることはとても良い。ただし、小テストの実

施については、各教科で実施の有無に差があ

るので実施する方向で検討してもらいたい。 

・再指導や再考査など、丁寧に指導している。 

・学力向上に向けて、朝学習と小テストを大切

に続けてもらいたい。 

・生徒の学力差をどのように克服していくのか

が課題だと考えられる。 

・生徒が勉強につまづいたときにどのように指

導していくのかが重要ではないか。 

４ 

自己実現を図

るための指導

の徹底 

・一貫校として６年間を見通した進路指導・

キャリア教育の充実を図る必要がある。 

・探究的な課題を設定した理科、社会科、美

術科等の各種フィールドワークにより、生

徒の興味や関心が広げる必要がある。 

・依然として悩みを抱える生徒や不登校生徒

がおり、支援が必要である。 

・総合的な学習の時間を活用し、中学校から高

校までの学びのプロセスを記述し振り返る。 

・総合的な学習の時間における SDGs の取組

（Save the Children Japan との連携）。 

・探究的な課題を設定したフィールドワークの

取組を一層進める。 

・スクールカウンセラーと連携しながら、悩み

や不安を抱えた生徒及びその保護者に寄り添

った支援を行う。 

・生徒のキャリア意識や職業観がどの程度高

まったか。 

・Save the Children Japan との連携によ

り、生徒の意識に変容が見られたか。 

・フィールドワークの実施により、生徒の思

考力や判断力・表現力が高まったか。 

・生徒面談は年間でどの程度実施できたか。 

・スクールカウンセラーや教育相談員の相談

件数と不登校生徒の減少数。 

・Save the Children Japan との連携

により、自ら考え行動するといった

生徒の意識に変容がみられた。 

・理科、美術。社会科の各種フィール

ドワークにより、生徒の主体的に学

ぶ力や意欲、探究心を高めることが

できた。（別紙概要） 

・不登校人数計９名（昨年１０名） 

・カウンセラーや相談員とつなげ保護

者も含め面談を行うことができた。 

Ｂ 

・生徒の６年間を見据えたキャリアマ

ップを作成する。 

・キャリア意識の向上を図るため、フ

ィールドワークとして、大学見学会

や企業訪問等を実施する。 

・生徒の面談週間を設け、定期的な生

徒面談を実施する。 

・スクールカウンセラーや教育相談員

との情報交換や共通理解を図り指導

に当たる。 

 

・自己実現を図るために非認知能力や自己肯定

感を大事にしてくことが大切である。 

・予防的な生徒指導や生徒対応によく取り組ん

でいる。 

・生活面や学習面で、支援が必要な生徒に対し

て、きめ細やかに対応している。 

・キャリア教育は重要であり、先を見通した取

り組みに期待している。 

・相談しやすい体制が整っていてよい。 

５ 

豊かな人間性

を育む教育の

推進 

・生徒の抱える課題や人間関係を把握して予

防的な生徒指導に努めている。 

・生徒の規範意識の醸成を図る必要がある。 

・明るくさわやかなあいさつ、時間を守るこ

と、心を込めた清掃など、基本的な生活習

慣はおおむね整っている。 

・部活動が停滞している。生徒会活動、委員

会活動も充実させる必要がある。 

・アジア研修旅行の実施により、グローバル

な視点を醸成する必要がある。 

 

・生徒の観察に努め、深刻な問題に発展しない

よう初期段階で解決する。また、生徒の規律

ある態度の育成に努める。 

・部活動を充実させることで、学習意欲の向上

につなげる。 

・文化祭、体育祭等、学校行事の充実を図り、

「協同性」を身に付け、より実践的な態度を

育てる。 

・アジア研修の実施により、国際性や多様性の

尊重、共感力の育成を図る。 

・生徒の問題行動件数がなくなったか。規律

ある態度が身に付いたか。 

・学校行事により望ましい人間関係の構築、

自主的・実践的な態度が身に付いたか。 

・部活動の充実により、責任感や連帯感、学

習意欲の向上が図れたか。 

・様々な学校行事の実施により、中学校への

所属感や連帯感を深められたか。 

・アジア研修の実施によりグローバルな視点

や国際性、多様性の尊重の育成が図れた

か。 

・生徒指導では、友人関係の細かいト

ラブル等があり、保護者対応に苦慮

した。 

・部活動については、生徒それぞれが

楽しんで参加ができている。 

・文化祭、体育祭、競技大会等の学校

行事にクラスで協力して取り組むこ

とができた。 

・アジア研修旅行では、文化祭での事

前学習の発表等を通して、充実した

研修となった。 

Ｃ 

・生徒が多様化する中で、生徒指導規

程を策定し、承知した上で指導に当

たる。 

・ネットトラブルを防ぐため、生徒向

け講演会を実施する。 

・部活動の活性化を図るため、部活動

加入率を高める。 

・文化祭における学級対抗の催し物を

検討し、帰属意識を高める。 

・アジア研修旅行の一層の充実を図る

ために見直しを図る。 

・本物に触れる機会が多く、様々な取組が定着

して広がっているので、継続してさらに発展

していくことを期待している。 

・ネットトラブルが少ないことは素晴らしい。 

・アジア研修は素晴らしい取り組みであり、今

後も継続してもらいたい。 

・アジア研修などの行事を通じてグローバルな

視点を醸成してもらいたい。 

・自己肯定感を高める教育を継続させていくた

めに、外部講師による講演を重視した教育活

動を引き続き展開してもらいたい。 



 


